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留学先国・地域 アメリカ 留学先大学名 ロードアイランド大学 

高知大学での所属 土佐さきがけプログラム 留学先での所属 Art & Science 

留学期間 2018/8/29 ～ 2019/1/29 

 

学習に関すること 

ロードアイランド大学での５か月間の留学中における学習の様子についてまとめたいと思います。 

 まず私は Art & Science という学部に所属という形で一学期間、ロードアイランド大学における授業

を受講しました。授業に関する冊子等はなく、URI の生徒専用ページ e-campus から、自分の興味のあ

る授業を探し、ホームページ上に表示されるシラバス  授業のレベル、内容、成績配分等）を読んだう

えで履修するという流れでした。9月に入るとすぐに、授業体験週間があり、授業の履修取り消しや交

換、追加等は可能ですが、基本的に履修は現地到着前に日本にて完了させておく必要がありました。授

業開始は９月からですが、６か月前の３月より履修登録が可能であったので、人気の授業や定員が少

ない授業でも履修ができるよう、早めに履修することをオススメします。 

 私は留学生向けの授業が２つとその他興味のある授業を３つ、合計５つの授業を履修しました。日

本の大学のスケジュールとは違い、一つの授業につき週に約３回クラスがあるので、その都度、予習復

習やホームワーク、テストをこなすのは非常に大変で、留学生として自由に遊ぶ時間も欲しい中で、自

己のスケジュール管理能力が求められました。私が現地で知り合った留学生は、５つの授業は無理が

あるため４授業しか履修していない、という人がたくさんだったので、現地で友達と遊んだり、様々な

経験をしたいと思う人は４授業がベストなのではないかと感じます。 

 ロードアイランド大学はネット運用が盛んであり、提出物やテスト、宿題や授業で行ったプレゼン

の点数などを、Sakaiという授業用ホームページのアカウントからチェックができました。常にその時

の自分の評価点が表示されるその機能は、単位取得にあたって非常にモチベーションアップにつなが

りました。 

 また、英語が第一言語ではない私たちにとって、アメリカ人の生徒と同じフィールドにたって授業

レポートを作成することは難しい事柄の一つですが、URI にはライティングセンターという機関があ

り、そこで提出前のレポートをマンツーマン指導で添削してもらうことができます。単語や文法のミ

ス、またどのような書き方に変えれば自然で読みやすい文章になるかなど、親身にサポートしてもら

えるので、ライティングセンターは大いに活用すべだと思います。 

 ロードアイランド大学での授業を通して、毎日の勉強に追われ苦しいと感じるときもありましたが、

アメリカ人学生がいかに勉強しているか、また彼らがいかに時間の管理が上手であるかなどを実際に

知ることができ、非常に良い学習環境を与えてもらったと思っています。将来に生かせる様々なこと

を学べました。 
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生活に関すること 

ロードアイランド大学での５か月間の留学中における基本的な生活についてまとめたいと思います。 

まず、私はロードアイランド大学にあるたくさんの学生寮の中で 8 Fraternity Circleという名前の寮に割

り当てられました。現地では日本人の学生に私以外の２人と知り合いましたが、その日本人留学生２

人は別の寮に住んでおり、8 Fraternity Circleでの日本人学生は私のみでした。基本的に 8 Fraternity Circle

は国際寮になっていて、私と同じような交換留学生や、国際的なバックグラウンドを持つ URI の生徒

の人たちと共に、毎日刺激的な生活を送ることができました。 

8 Fraternity Circleは二階建ての建物になっていて、一階が男子生徒専用の部屋、二階が女子生徒の部屋

に分かれていて、一階と二階それぞれにシャワーとトイレ、洗面台と洗濯機、乾燥機が備え付けられて

いる共同バスルームがありました。バスルームは比較的広く、清潔で、混雑といったトラブルはありま

せんでした。 

食事は、寮生が入ることになっているミールプランに加入し寮内ではないがキャンパス内にある２つ

の大きなダイニングホールで平日は朝７時から夜の８時半、週末は朝１０時から夜の８時半まで、一

日に時間や回数の制限なしに、それぞれの授業や予定に合わせて自由に食事をとることができるよう

になっていました。そのほかにも、ミールプランには毎日３回、学内のカフェでドリンクや軽食  ピザ

や寿司）を購入できるクーポンもついていて、夜間まで勉強をしなければいけない際などにとても役

立ちました。食事を寮でとる必要がないため、寮にはキッチンや冷蔵庫、電子レンジ、お湯ポット等は

用意されていませんでした。それでもそれらを使用したい生徒は個人的に別途で購入していました。 

次に交通についてです。ロードアイランド大学のキャンパスは、町から離れていて、大学の周りは自然

にはあふれていますがお店等はないに等しいです。そのため車や自転車を持たない私たち留学生は買

い物や観光に行く、キャンパス外で食事をとる等の時はアメリカ人学生の車に乗せてもらうか、ウー

バーやリフトといったアプリを使って配車依頼をするか、バスを利用するか、のいずれかの方法で移

動していました。大学内にバスセンターがあり、留学生はそこでバス乗車無料カードを作ることがで

きます。そのカードで約一年間、回数無制限でバスを無料で利用することができるので、バス利用は、

町に出るための乗車時間は長くなりますが、金銭的にはとても良い方法でした。 

 最後に、留学が始まったばかりの時期は友達もできず不安もありましたが、国際寮で共に住む留学

生、高知大学に留学に来てくれていた URI の生徒たち、また現地の日本語や日本文化に興味を持つ学

生たちに仲良くしてもらい、国際交流、文化交流をしながらとても楽しい時間を過ごすことができま

した。 

 とても満足した留学生活をアメリカ・ロードアイランド大学で送ることができたと思います。 

 

 

 


